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基金は活用するものの改悪で前途多難な介護保険 

健
全
財
政
は
市
民
の
た
め
に
活
用
し
て
こ
そ 

 

市
の
貯
金
と
も
い
え
る
財
政
調
整
基
金
は
、
臂

市
長
就
任
時
の
２
０
２
０
（
令
和
２
）
年
度
末
の

55
億
円
か
ら
、
２
３
年
度
末
に
は
77
億
円
へ
と

大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。
一
方
で
借
金
で
あ
る
市

債
総
額
は
、
同
じ
期
間
に
６
５
３
億
円
か
ら
５
９

８
億
円
へ
と
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
比
較
的
若
い
世
代
が
多
く
企
業
活
動
も
活
発

な
伊
勢
崎
市
の
財
政
は
、
大
変
健
全
な
状
態
だ
と

い
え
ま
す
。 

新
年
度
予
算
で
は
、
来
年
１
月
に
控
え
て
い
る

市
長
選
挙
を
意
識
し
て
か
、
こ
の
貯
金
を
取
り
崩

し
て
、
こ
れ
ま
で
寄
せ
ら
れ
て
き
た
市
民
要
望
を

多
方
面
に
わ
た
り
少
し
ず
つ
実
現
す
る
と
い
う

形
を
取
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
学
校
給
食
費
無
料
化
で
は
進
展
は
な

く
、
周
辺
の
市
町
に
大
き
く
後
れ
を
取
る
形
と
な

り
ま
し
た
。 

介
護
保
険
準
備
基
金
18
億
円
中 

10
億
を
保
険
料
据
え
置
き
の
財
源
に 

 

基
金
は
３
年
前
の
16
億
円
か
ら
こ
の
３
年

間
で
さ
ら
に
２
億
円
積
み
上
が
り
、
そ
の
多
額

さ
が
問
題
視
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

新
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
10
億
円
を
取
り

崩
し
、
標
準
保
険
料
を
中
心
に
据
え
置
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
国
の
財
源
や
４
２
０
万
円
以

上
の
高
所
得
者
の
保
険
料
引
き
上
げ
分
を
使

い
、
所
得
が
少
な
い
第
１
段
階
か
ら
第
４
段
階

の
方
々
の
保
険
料
を
若
干
引
き
下
げ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
の
制
度
は
も
と
も
と
高
齢
者
か

ら
取
る
保
険
料
で
賄
う
財
源
の
割
合
を
３
年
お

き
に
１
％
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
高
齢
者
全
体
の
保
険
料
負
担
は
増
え

る
ば
か
り
。
制
度
破
た
ん
は
目
の
前
で
す
。 

報
酬
引
き
下
げ
で 

ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
い
な
く
な
る
?! 

し
か
も
、
国
は
新
年
度
か
ら
在
宅
介
護
を
担

う
ヘ
ル
パ
ー
の
報
酬
を
引
き
下
げ
る
と
い
い
ま

す
。
苦
労
が
多
い
の
に
報
酬
が
低
く
て
は
た
だ

で
さ
え
人
手
不
足
な
在
宅
介
護
が
ま
す
ま
す
手

薄
に
な
り
、「
保
険
あ
っ
て
介
護
な
し
」
が
現
実

に…

。
市
は
「
８
億
円
を
残
し
、
次
の
第
10
期

計
画
の
保
険
料
の
値
上
げ
幅
緩
和
に
使
い
た

い
」
と
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
制
度
を
使
い
た

く
て
も
使
え
な
い
人
が
増
え
、
ま
す
ま
す
基
金

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
ま
す
。 

給
食
費
無
料
化
の
目
途
夏
ま
で
に 

 

市
長
は
党
議
員
団
の
予
算
質
疑
に
対
し
て
、「
安

定
し
た
財
源
が
確
保
で
き
る
か
」
を
検
討
し
な
が

ら
「
夏
ま
で
に
は
（
学
校
給
食
費
無
料
化
の
）
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
り
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

子
育
て
支
援
の
た
め
に
と
群
馬
県
下
で
大
き
く

進
ん
だ
給
食
費
無
料
化
は
、
全
国
か
ら
も
大
注
目

の
施
策
で
す
。
新
年
度
も
、
県
下
35
市
町
村
中
21

自
治
体
が
完
全
無
料
で
す
。 

 

昨
年
10
月
に
県
が
施
策
化
し
た
高
校
生 

世
代
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
で
は
、
伊
勢 

崎
市
が
県
内
で
も
っ
と
も
遅
い
実
施
と
な 

無
料
生
活
法
律
相
談
会 

毎
月
第
４
月
曜
日
午
後
６
時
～ 

弁
護
士
と
市
議
が
同
席
し
ま
す 

お
申
し
込
み
は
裏
面
の
市
議
ま
で
（
要
予
約
） 

 
 

 
 
 

 

2024 年度予算より―主な新規事業 

給食費無料化実現を―市役所角のスタンディングに反響 

日本共産党議員団も参加（前列右から北島・長谷田両市議） 

り
全
県
の
足
を
引
っ
張
る
形
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

市
民
か
ら
は
「
今
度
こ
そ
市
長
選
前
に
も
実
現
し
て

欲
し
い
」
と
期
待
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

夏
前
に
市
民
の
声
を
大
き
く
寄
せ
、
実
現
を
迫
っ

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

不
登
校
の
子
の
居
場
所
は
民
間
寄
附
頼
り
!? 

 

中
学
校
で
昨
年
度
６
・
７
％
と
い
う
不
登
校
出
現

率
の
多
さ
に
、
党
議
員
団
は
「
学
校
に
来
ら
れ
な
い

子
に
も
学
び
と
成
長
を
保
障
す
る
体
制
を
」、「
多
忙

な
親
の
送
迎
が
無
い
と
通
え
な
い
教
育
研
究
所
の
ほ

っ
と
ル
ー
ム
以
外
に
も
、
学
校
内
に
居
場
所
づ
く
り

と
専
任
教
諭
の
配
置
を
」
と
求
め
て
き
ま
し
た
。 

 

新
年
度
予
算
に
は
市
立
の
全
学
校
に
居
場
所
と
な

る
部
屋
を
用
意
す
る
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

個
別
学
習
や
共
同
の
ス
ペ
ー
ス
が
確
保
さ
れ
る
温
か

み
の
あ
る
居
場
所
に
し
よ
う
と
各
校
で
準
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
専
任
教
諭
は
配
置
し
ま
せ
ん
。 

財
源
は
市
内
民
間
企
業
の
寄
付
金
で
、
居
場
所
は

商
品
名
の
頭
文
字
を
と
っ
て
「
P
ル
ー
ム
」
と
名
付

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

■健康・医療・福祉 
〇新保健センターの整備  

 建設工事 2025年度利用開始 

〇初回産科受診料の支援 

 非課税及び同等の世帯 上限 1万円 

〇帯状疱疹ワクチン接種助成 

 65歳以上→50 歳以上に対象拡大 

〇ふくしプラザの改修 7.7億円 

 空調、給排水、電機やｴﾚﾍﾞｰﾀｰも 

〇一人暮し高齢者見守りサービス 

 LED電球と通信機器繋ぎ安否確認 

■都市基盤 
〇中心市街地にぎわい拠点整備基

本構想の策定―織物組合の土地

に図書館等官民連携施設を建設 

〇コミュニティバス運行事業 

 11路線を運行  1.9億円 

〇タクシー活用事業  4千万円  

 65歳以上免許ない方、78歳以上、

障害者手帳所持者に年間 72回（新

年度は 11月スタートで年 30回） 

〇浄化槽整備への助成 1.2億円 

 合併浄化槽への転換後古い浄化

槽等撤去工事を助成対象に追加 

 

■産業・観光 
〇住宅リフォーム助成拡充 1億円 

 費用の 3割 上限 8万円→10万円  

〇中小企業のＧＸ推進 

 省エネルギー設備導入に補助 

 費用の 1/3 上限 30万円 

〇中小企業振興条例制定の準備 

 新年度中に準備し、翌年度施行 

■安心安全 
〇指定避難所等にｴｱｺﾝ設置 10億円 

 市民体育館、小学校体育館に 

〇いせさき FM で災害時に割込み放

送、自動起動ラジオを無償貸与 

■環境 
〇家庭の太陽光発電設備や蓄電池設

置に補助金 各 5万円 

〇市役所に太陽光発電と蓄電池設置 

■教育 
〇給食費物価高騰分を公費補てん 

■協働・共生他 
〇配偶者暴力相談支援センター設置 

〇犯罪被害者に見舞金 

〇深谷市・本庄市と 3 市連携の花火

大会開催（9月）  3千万円 
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伊勢崎市の財政調整基金残高の推移 

（億円） 


